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研究代表者の専門分野：人文学 
科研費の分科・細目：文学・ヨーロッパ語系文学 
キーワード：仏文学 
 
１．研究計画の概要 
ボードレール以降、第二次世界大戦後の詩人た
ちにいたるまで、彼らが詩の言語についてどの
ような考えを持ったのかを分析した上、２０世
紀に言語学との関わりから生まれた「詩学」に
ついて考察し、詩的言語と「詩学」を関連づけ
る。 
 
２．研究の進捗状況 
１９世紀から２０世紀の詩人たちの言語観

を分析した後、言語学と詩学の関連につい

ても考察を始めている。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
当初の計画通り書籍の購入、資料収集などが
進んだため、予定の詩人たちの言語観、言語
学の動向についてはほぼ考察を終えている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
当初の計画通り、言語学と詩学の関連につい
て考察する予定。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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